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Blue Tech ＝ Blue Economy を実現する産業技術

Blue Economy ＝ 持続可能性を踏まえた海洋経済

背景：注目を集める「Blue Economy」と「Blue Tech」

「海洋産業の振興」と「海洋環境の保全」の両立が国際的課題

①Ocean and Water Industries ②Science- Based ③Sustainable

持続可能な開発が求められる「海洋」

持続可能な海洋経済の構築に
向けたハイレベルパネルでの
首脳文書とりまとめ
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背景：世界各国で展開する Blue Tech クラスター

世界各国で「海洋」をテーマにした産業クラスターが次々と設立

The BlueTech Cluster Alliance 加盟機関及びBlue Tech Week 2019 参加機関（TMA BlueTech 資料より）

Forum Oceano

TMA BlueTech

Oceans Advance

PLOCAN

Pole Mer Mediterranee

UK Blue Growth Network

GCE Ocean Technology

Pole Mer Bretagne Atlantique

MaOI

MIST

TMQ
Water Campus

Caribbean Blue Cluster

Washington Maritime Blue

Baja Maritime Cluster

Alaska Ocean Cluster
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マリンオープンイノベーションプロジェクト

Marine Open Innovation Project

日本一高い富士山の麓に位置する静岡県は、日本一深い「駿河湾」をはじめ、相模湾、遠州灘、汽水湖である

浜名湖など特徴ある海洋環境に接する長い海岸線を有し、多様な海洋生物など豊かな資源に恵まれている。

MaOI プロジェクト

海洋産業の振興と海洋環境の保全の世界的な拠点形成を目指す

Blue Economy

マリンバイオテクノロジーをはじめとする海洋先端技術の導入やイノベーション
の促進などにより、海の恵みをより豊かな社会づくり、未来づくりに活かす
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ビジョン・戦略の検討と策定

平成30年度に、海洋・バイオ分野の有識者など

産学官金が参画した協議会を設置。

マリンバイオテクノロジーの産業応用に向けた

「マリンバイオ産業振興ビジョン」を御提言

いただいた。

令和元年度には、上記ビジョンを具体化し、

プロジェクトを戦略的に推進するため、

マリンバイオ産業振興ビジョン以後の

検討を踏まえ、

「Blue Economy」「里海」という

新たな視点を加えて、
「MaOIプロジェクト第１次戦略計画」を策定。

我が国を代表する「知」が集結 × 産学官金の連携により戦略策定

元東京農工大学学長
（現JAMSTEC理事長）
松永 是 先生

元国立遺伝学研究所副所長
（現KAUST特別栄誉教授）
五條堀 孝 先生

海洋政策研究所長
（現笹川平和財団理事長）
角南 篤 先生

元東京工業大学副学長
（現文部科学省審議官）
梶原 将 先生

早稲田大学教授
（ﾏﾘﾝﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ学会会長）
竹山 春子 先生

東京工業大学教授
橋本 正洋 先生

ビジョン・戦略策定に

関わった主な研究者の方々マリンバイオ産業振興ビジョン／第１次戦略計画
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事業展開イメージ（令和２年度）
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（１）推進体制の整備

一般財団法人マリンオープンイノベーション機構（ＭａＯＩ機構）

ＭａＯＩフォーラム
大学･研究機関の研究者や、企業･水産事業者、

産業支援機関、自治体等が参画する会員ネット

ワーク組織。

定期的にセミナー等を開催するほか、会員は

ＭａＯＩ－ＰＡＲＣの共同ラボや、海洋微生物

ライブラリー、海洋データプラットフォーム

｢ＢＩＳＨＯＰ｣などの利用が可能。

プロジェクト推進機関として2019年7月に

｢一般財団法人マリンオープンイノベーション

機構｣を設立。

研究者のシーズと企業のニーズのマッチング

など､駿河湾等をフィールドとした研究開発

と事業化の総合的な支援を実施。
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ＭａＯＩフォーラム 会員数 76会員（2020年11月末現在）

（１）推進体制の整備（MaOIフォーラムの主な会員）
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（２）拠点機能の形成（MaOI-PARC）

清水港に隣接する県未利用施設を活用し、中核拠点「ＭａＯＩ－ＰＡＲＣ」を整備。

ＭａＯＩ機構の執務室、大学・研究機関や企業が微生物培養等の研究に活用できる

共用ラボ、連携研究室、交流スペースなどを整備するとともに、駿河湾等の様々な

データを収集・活用するデータプラットフォーム「ＢＩＳＨＯＰ」を構築。

ネットワーク型の拠点形成を目指す。（2020年11月26日開所）

ＭａＯＩ－ＰＡＲＣ（Marine Open Innovation Practical and Applied Research Center）
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（２）拠点機能の形成（BISHOP）

MaOI機構が中心となり、県公設試、大学等と連携し、駿河湾等の海洋データに

関する共同研究を実施。収集した研究データはデータプラットフォーム

｢BISHOP｣に蓄積し、産業振興や環境保全に寄与するオープンデータとして活用

ＢＩＳＨＯＰ（Blue Innovation of Shizuoka Open Data Platform）



10

老朽化した県調査船「駿河丸」の代船を

建造し、ＭａＯＩプロジェクトと連携し、

海洋生物資源の採取等に活用。

令和３年の竣工に向けて、建造工事中。

調査船 新「駿河丸」イメージ

＜新「駿河丸」概要＞

竣 工：令和３年１２月予定

サイズ：41.9m×7.0m×3.0m（長さ×幅×深さ）

トン数：156トン

速 力：13.0ノット（24.1km/時）

内 容：深海域の海洋観測

資源調査（大型ネット運用、音響機器等

を活用した資源量推定）

浅海～深海までの海洋生物資源採取

（２）拠点機能の形成（駿河丸）

調査船 新「駿河丸」
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ＭａＯＩプロジェクトにおける事業化支援制度

バリューチェーンの各ステージをカバーする支援の仕組みを構築

シーズ
創出研究

技術
開発

試作 検証
量産
上市

シーズ創出
研究業務委託

マリンオープンイノベーション
事業化促進事業費補助金

海洋技術開発
促進事業費補助金

（３）研究開発・産業応用の促進
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本県独自の技術シーズを創出するための公募型研究委託

産業振興や国際社会の課題解決に資する先端的な研究開発を実施

2019年度採択テーマ

● マダイ種苗生産における仔魚の疾病（腹部膨満症）関連細菌の同定

【早稲田大学、県水産・海洋技術研究所】⇒ ＜完了＞研究成果の検証中

● キンメダイの飼育技術の構築

【東京海洋大学、県水産・海洋技術研究所】

● 静岡県産魚類由来成分による失明疾患の制御に関する研究

【慶応義塾大学、静岡大学水産・海洋技術研究所】

● 深海環境において生分解性を示すプラスチックの構造探索

【東京工業大学、県水産・海洋技術研究所】

● 駿河湾由来のカロテノイド生産微生物の探索とサプリメント開発への応用

【静岡県立大学、県工業技術研究所、はごろもフーズ（株）】

2020年度採択テーマ

● 動画撮影とAI認識による駿河湾サクラエビ漁業支援システム開発

【東海大学、県水産・海洋技術研究所、静岡市海洋産業ｸﾗｽﾀｰ協議会ほか】

● 海洋細菌の持つ生理活性を利活用する研究

【高知大学、国立感染症研究所】

（３）研究開発・産業応用の促進

シーズ創出研究
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マリンオープンイノベーション事業化促進助成

海洋生物資源を活用した新製品開発や革新的養殖技術開発等の取組への助成
2019年度採択テーマ

● 浸透圧調節等を利用した安全で美味しいニジマスの養殖生産技術「味上げ」の開発とブランド化

【柿島養鱒(株)、東京大学、（株）テクノスルガラボほか】

● 電気分解を応用した魚介類の陸上養殖（閉鎖循環式）の高生産化に寄与する技術開発

【ｲﾉﾍﾞｰﾃｨｳﾃﾞｻﾞｲﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(株)、東海大学ほか】

● 鯖発酵調味料の製品化による特徴ある地域ブランド新製品開発

【(株)岩清、焼津水産加工業協同組合】

● 駿河湾から生まれた高保湿化粧水の開発

【(株)ゴールドブルー、(株)Drシーバ】

● 超高齢社会の課題である認知機能維持に寄与する機能性表示食品の開発事業

【三生医薬(株)、はぐろもフーズ(株)】

2020年度採択テーマ

● まぐろ頭未利用部位からのプロテオグリカン抽出技術の確立と化粧品開発

【(株)Drシーバ、(株)女性いきいきｶﾝﾊﾟﾆｰ】

海洋技術開発促進助成

マリンバイオの産業応用の基盤となる工学系・情報系の海洋技術開発への助成
2020年度採択テーマ

● サーモン陸上養殖をより効率化できるセンサーデバイスの技術開発と陸上養殖技術の確立

【日建リース工業、東海大学、(株)AmaterZ】

海洋微生物を活用した
鯖発酵調味料による

新商品開発（ラーメン）

（３）研究開発・産業応用の促進
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【企業マッチング例】

・冷凍マグロの解体工程自動化要望 ⇒ 機械・センサー、AI等複数者で実現性を研究中

・規格外製品の利活用要望 ⇒ 病院食、介護食事業者への納品実現

・養殖魚向け新規・高付加価値飼料の開発要望

⇒ 養殖業者、飼料会社、飼料開発ベンチャーとの連携により研究中

・養殖魚の出荷・物流改善要望

⇒ 養殖業者と物流会社（いずれも異業種参入）の連携により、それぞれの持つ

資源を活かした新たな仕組の構築に向け研究中

２社連携により新規事業への進出可能性も検討中

※ 新商品開発、事業開拓などに積極的な企業を中心に、金融機関等と連携し訪問
訪問企業数：１０２社（2020年1１月末現在）

【産学連携事例】

・県内企業（２社連携）から機能性表示食品のシステマティックレビュー要望

⇒ 静岡県立大産学連携コーディネーターを通じてレビュー実施

（３）研究開発・産業応用の促進

ＭａＯＩ機構コーディネーターによる企業訪問・マッチング促進・事業化支援

このほか、MaOIプロジェクトの各種助成制度活用希望事業者のプロジェクト構築・

申請等支援や、採択事業主体・採択希望事業者のフォローアップなどを実施
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（４）多彩なネットワークの構築

海外 Blue Tech クラスターとの連携

国際会議等に積極的に参加し、アメリカ・サンディエゴなど海外の

先進的な海洋産業のクラスターや研究機関等と情報交換を行い、

Blue Tech や Blue Economy をテーマにした国際的な連携を推進
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会長：川勝平太静岡県知事
事務局：ＭａＯＩ機構

（４）多彩なネットワークの構築

美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会

世界に誇る静岡の海を未来に引き継ぐため、

個人･企業･団体等の連携と協働を推進する

｢美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会｣

を設立。（事務局：ＭａＯＩ機構）

産業に留まらず、観光や環境、地域づくり

等も包括した、海洋をテーマとした大きな

ネットワークを構築。
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（４）多彩なネットワークの構築

「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」の主な会員企業

主なパートナー（海に関する取組を実施している企業・団体等）

会員数（一般会員、法人会員、応援会員）：112会員

パートナー数：25団体
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Marine Open Innovation の将来像

2021年からの10年間は

「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」

2021年からの10年間は

「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」

駿河湾をはじめとする「静岡の海」に

Blue Tech の実証フィールドを形成し、

“ふじのくに”静岡県に Blue Economy の

世界的な拠点形成を目指します。


